
学校番号  

令和２年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 
コンピュータシ

ステム技術 

単位数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 コンピュータシステム技術（実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コンピュータが身近な生活用具として定着しつつある現代、コンピュータ活用能力を身につけさ

せることは重要である。そのため、コンピュータシステムについて、管理運用、OS、セキュリティ、

マルチメディア、データベース技術を習得する。それによりコンピュータを活用する能力と態度を

育てる。また、コンピュータシステムの開発についても理解をし習得する。 

 

２ 学習の到達目標 

・コンピュータシステムの基礎を理解する。 

・マルチメディアについて理解をする。 

・ネットワークシステムについて理解する。 

・データベースを操作できるようになる。 

・コンピュータシステムの開発ができるようになる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 コンピュータシステ

ムに興味関心を持ち、

コンピュータシステム

について学習する意欲

をもち、実際に活用し

ようとする態度を身に

つけている。 

 ハードウェアとソフ

トウェアの役割を認識

し、問題解決や処理の

ためにどのような OS

やアプリケーションソ

フトウェアを利用すれ

ばよいかを判断し、適

切な処理を行える実践

的な能力を身につけて

いる。 

 実際にコンピュー

タを利用し、基本的な

操作を行える。また、

ネットワークの接続

やデータベース操作、

システムの基本的な

運用管理を行うこと

ができる。 

 コンピュータシス

テムを扱う上で必要

な基礎的な知識を持

ち、目的とする処理を

適切に行えるコンピ

ュータシステムを利

用することができる

能力を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

授業態度 

提出物 

課題 

授業態度 

提出物 

定期考査 

授業態度 

提出物 

定期考査 

授業態度 

提出物 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
概
要 

コンピュータシステムと情報シ

ステム 

○    a：種類や分類などの基本的

な知識に興味を持ち、目的

を理解し学習意欲を持つ。 

b：コンピュータシステムの

処理形態に違いがあること

が理解できる。 

c：コンピュータシステムの

基本的な動作が理解できて

いる。 

d：コンピュータシステムの

働きを理解し、分類・特徴

を理解している。 

授業態度 

提出物 

課題 

定期考査 
コンピュータシステムに必要

な技術 

    

コンピュータシステムの構築   ○  

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術 

マルチメディア技術の概要 ○    a：マルチメディア技術の目的

と重要性、機能を理解しよ

うという意欲があり、マルチ

メディア技術をより深く理解

しようとする態度を身につ

けている。 

b：マルチメディア技術がどの

ような働きをしているか考

察できる。 

c：マルチメディア技術がどのよ

うな働きを利用しているか

理解でき、基本的な操作が

行える。 

d：マルチメディア技術を理解

しており、コンピュータシ

ステムによって利用される

マルチメディア技術が異なる

ことを理解している。 

授業態度 

提出物 

課題 

定期考査 

マルチメディアのディジタル化

技術 

  ○  

２
学
期 

マルチメディアの活用   ○  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術 

データ通信の概要 ○    a：種類や分類などの基本的

な知識に興味を持ち、目的

を理解し学習意欲を持つ。 

b：ネットワーク技術の役割を認

識する。ネットワーク技術の形

態に違いがあることが理解

できる。 

c：ネットワーク技術の基本的な

動作が理解できている。 

d：ネットワーク技術の働きを理

解し、分類・特徴を理解し

ている。 

授業態度 

提出物 

課題 

定期考査 

通信技術     

ネットワークアーキテクチャ     

ネットワークシステム     

インターネットとの接続     

ネットワークシステムの施工・

運用・保守 

  ○  



デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術 

データベースの概念と構成 ○    a：種類や分類などの基本的

な知識に興味を持ち、目的

を理解し学習意欲を持つ。 

b：データベース技術の役割を

認識する。 

c：ＳＱＬの基本的な動作が

理解できている。 

d：データベース技術の働きを

理解し、分類・特徴を理解

している。 

授業態度 

提出物 

課題 

定期考査 

関係データベースの設計   ○  

３
学
期 

関係データベースとＳＱＬ   ○  

データベースの利用   ○  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
評
価 

システム開発の基礎 ○    a：コンピュータシステムに

興味を持ち、システム開発

の基礎を学習する意欲があ

る。ネットワークの接続や

セキュリティ管理など重要

な知識を積極的に学習する

態度が身についている。 

b：システムを構築するため

の基本的な知識をもち、シ

ステムを安全に運用してい

くためにはどのような処理

が必要か判断し、実践的に

対応できる能力を身につけ

ている。 

c：基本的なコンピュータシステ

ムの開発と評価が行え、障害

に備えるためにどのような

管理をすればよいかを実践

的に理解している。 

d：システムの評価と運用保守を

運用していくうえで必要な

知識を身につけ、安全に障

害が起こらないように管理

する能力がある。 

授業態度 

提出物 

課題 

定期考査 

システム開発   ○  

システムの評価と運用保守     

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


